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１ 検討の背景 

第 5 回委員会（平成 19 年 2 月 9 日開催）において、作業班の各グループ

からヒアリングを実施し、それを踏まえて審議を行った結果、別添１（資料

2022-VU 作 5-2 を添付する。）の事項について検討を行い、次回委員会（平成

19 年 3 月 30 日開催予定）に報告することが、作業班に対して指示された。 

本作業班としては、これを受け検討を行った。 

なお、検討事項に関し質疑があり以下のようなやり取りがあった。 

 

• 現在行われているデジタルラジオの実用化試験放送に対する認識、また、AM ラジオ

のデジタル化に対する委員会の配慮について質問があったが、放送政策に関しては、

担当部署で検討させて頂くことになるので、この場では答えられない旨の回答があ

った。なお、デジタルラジオは 2011 年 7 月 24 日までの周波数の使用という免許方

針が定められ、その前提のもとに免許されているので、アナログ放送と同じように

2011 年 7 月 24 日以降は基本的にないとの説明があった。 

• 通信システムの中の放送事業など、４つの大きな類型の中でのオーバーラップの議論

は出たのか質問があった。プラットフォームは電気通信サービスだが中身は放送的

なので、再分類してはどうかとの議論があったが、今の分類を踏まえて課題が示さ

れているので、分類をいじり直すことは現状では想定していないとの説明があった。 

• 個々のエゴイズムを主張する方は、退いて頂くという強い姿勢で臨んで頂きたいとの

意見があった。ご自身の立場を変えて世の中に発言することを拒む必要はないので、

制限をかけることは想定していないが、自己利益誘導型の議論は自然淘汰的になく

なっていくのではないかとの見解が示された。 

• 自営系とカテゴライズされたものは全部 VHF で検討しないといけないのか、それとも、

個々の主張の意味があれば今後も意見を述べていってもよいのか質問があった。現

時点の議論では、自営通信システムは VHF で検討して頂くことになるので、UHF 帯で

なければ実現できないような機能・用途であれば、それは対象から外れたことにな

るが、ご自身が提案されたシステムが単に UHF を使っているだけであれば、実現し

ようとした用途を、他の周波数で検討していくなかで、ご自身のご見識を展開して

頂くことは可能であるとの説明があった。また、それぞれの主張を全て満足しよう

とすると、必ずしも有効利用方策は出てこない可能性があり、ある程度譲るという

ことを考えながら、130MHz の有効利用のソリューション、用途が実現できるという

ことを、全体として考えて頂きたいとのお願いがあった。 
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２ 作業班における検討体制 

作業班における検討体制について、別添２（資料 2022-VU 作 5-3 を添付す

る。）のとおりアドホックグループを設置し、個別の課題を検討していくこと

となった。 

なお、検討体制に関しても質疑があり以下のようなやり取りがあった。 

 

• 資料 2022-VU 作 5-2 の検討事項の宿題は従来のグループ内で行い、新しいグループで

は 30±５MHz の検討をするという理解でよいか質問があった。自分のグループの中

でできるものはその中で検討し、両者が集まって議論しないとできない問題、例え

ば周波数配置など調整が必要なものは、両方が集まって検討することになるとの説

明があった。 

• アドホックはこれまでの構成員が参加するのか、人数制限はあるのか等について質問

があった。アドホックは作業班の下部組織として、作業班と一体となって活動して

頂きたいので、作業班のメンバーでアドホックを構成するのが大原則で、人数制限

はかけないが常識の範囲内でやって頂きたいとの説明があった。 

• 次の作業班会合（3 月 20 日頃）までに、４つのグループに加えて、大きな２つのグ

ループの検討を行うことになるのか質問があった。次の委員会が、3 月 30 日にスケ

ジューリングされており、それまでに宿題に対する答えを出さないといけないので、

約１か月で必要なアドホックを開催し、相当の議論を進めて頂きたいとの説明があ

った。 

• アドホックの代表をいつまでに決めるのか、任意に会合を開いて代表者を決めてよい

か質問があり、会議室の確保や召集の案内を出す関係で、代表者の方を早く選んで

頂きたいとの説明があった。またサブを置くことについて質問があり、代表者の判

断に委ねるとの回答があった。 

• ガードバンドの関係上、システム間共用や帯域間共用について早めに検討したいので、

干渉検討が必要なパラメータや項目等、フォーマットを示して頂きたいとの要望が

あったが、個別システム間の共用条件の検討ではなく、ガードバンドを含むグルー

プ間の周波数配置を決めるときに共用検討が必要になるので、今の段階で事務局か

ら一定の期限内にパラメータを示すのは難しいとの説明があった。 
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事後、各アドホックグループの代表が互選により以下のとおり選任され、

アドホックグループでの検討が行われた。 

 

【自営通信グループ】 

代表 加藤 数衞 (株)日立国際電気 通信事業部公共ｼｽﾃﾑ設計本部無線装置設

計部部長 

 

【放送グループ】 

代表 黒田 徹 日本放送協会 総合企画室[ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送推進]担当部長 

副代表 小川 和之 社団法人ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾗｼﾞｵ推進協会専務理事 

副代表 杉田 英明 有限責任中間法人日本ｺﾐｭﾆﾃｨ放送協会副会長･常務理事 

副代表 増田 和彦 ﾒﾃﾞｨｱﾌﾛｰｼﾞｬﾊﾟﾝ企画株式会社代表取締役社長 

 

【ＶＨＦ帯共用検討グループ】 

代表 加藤 数衞 (株)日立国際電気 通信事業部公共ｼｽﾃﾑ設計本部無線装置設

計部部長 

副代表 黒田 徹 日本放送協会 総合企画室[ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送推進]担当部長 

 

【ＩＴＳグループ】 

代表 秋山 由和 ﾄﾖﾀ自動車(株) IT･ITS 企画部技術室室長 

 

【電気通信グループ】 

代表 尾崎 友彦 (株)NTT ﾄﾞｺﾓ 電波部電波企画担当部長 

 

【ＵＨＦ帯共用検討グループ】 

代表 尾崎 友彦 (株)NTT ﾄﾞｺﾓ 電波部電波企画担当部長 

副代表 秋山 由和 ﾄﾖﾀ自動車(株) IT･ITS 企画部技術室室長 
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３ 作業班及びアドホックグループ会合の開催状況 

① 作業班 

  第５回会合 平成 19 年２月 23 日（金）14 時 00 分～16 時 00 分 

        総務省講堂（地下２階） 

        議題：(1) 提案システムの類型化及び必要周波数幅について 

           (2) 今後の検討体制について 

  第６回会合 平成 19 年３月 28 日（水）17 時 30 分～19 時 00 分 

        総務省講堂（地下２階） 

        議題：(1) 第５回委員会で作業班に対して課せられた課題について 

           (2) VHF/UHF 帯電波有効利用作業班報告について 

 

② 自営通信グループ 

  第１回会合 平成 19 年３月 14 日（水）17 時 30 分～19 時 30 分 

        総務省９０１会議室 

        議題：(1) 自営通信グループの検討体制・基本方針について 

            ア）自営通信グループの代表等について 

            イ）自営通信グループの基本方針について 

           (2) 自営通信グループに課せられた課題の検討について 

           (3) 今後のスケジュールについて 

  第２回会合 平成 19 年３月 23 日（金）11 時 00 分～12 時 00 分 

        総務省共用会議室３ 

        議題：(1) 自営通信グループに課せられた課題の検討について 

 

③ 放送グループ 

  第１回会合 平成 19 年３月８日（木）14 時 00 分～16 時 00 分 

        総務省９０２会議室 

        議題：(1) 放送グループの代表について 

           (2) 放送グループに課せられた課題について 

             ア VHF/UHF 帯電波有効利用作業班（第５回）の経緯 

             イ 必要周波数帯域幅について 

              ・ユーザーニーズの調査結果 

              ・コンテンツの多様性の検討 

              ・地域情報の必要性について 

             ウ 自営通信との共用について 

           (3) 今後のスケジュール 
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  第２回会合 平成 19 年３月 22 日（木）10 時 00 分～12 時 00 分 

        総務省１１０１会議室 

        議題：(1) 第１回 放送グループ会合のまとめ 

           (2) 第１回 ＶＨＦ帯共用検討グループ会合について 

(3) 放送グループに課せられた課題の検討について 

   ア サービスラインナップの考え方 

   イ 事業性について 

           (4) 今後のスケジュールについて 

 

④ ＶＨＦ帯共用検討グループ 

  第１回会合 平成 19 年３月 16 日（金）10 時 00 分～12 時 00 分 

        総務省第１会議室 

        議題：(1) VHF 帯共用検討グループの代表等について 

           (2) VHF 帯共用検討グループに課せられた課題の検討について 

            ア）自営通信グループの検討状況について 

            イ）放送グループの検討状況について 

            ウ）VHF 帯共用検討の進め方及び今後のスケジュールについて 

  第２回会合 平成 19 年３月 26 日（月）19 時 00 分～20 時 00 分 

        総務省第１会議室 

        議題：(1) VHF 帯共用検討グループに課せられた課題の検討について 

           (2) その他 

 

⑤ ＩＴＳグループ 

  第１回会合 平成 19 年３月 20 日（火）18 時 30 分～19 時 30 分 

        総務省１００２会議室 

        議題：(1) ITS グループに課せられた課題の検討について 

           (2) 第 1 回 UHF 帯共用検討アドホックグループの結果について 

           (3) その他 

 

⑥ 電気通信グループ 

  第１回会合 平成 19 年３月 12 日（月）19 時 00 分～20 時 00 分 

        総務省４０１会議室 

        議題：(1) 電気通信グループに課せられた課題の検討について 

             ～上下トラフィックの客観的データと今後の需要予測～ 

           (2) その他 

  第２回会合 平成 19 年３月 22 日（木）16 時 00 分～17 時 30 分 
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        総務省１１０１会議室 

        議題：(1) 電気通信グループに課せられた課題の検討について 

             ～上下トラフィックの客観的データと今後の需要予測～ 

           (2) その他 

 

⑦ ＵＨＦ帯共用検討グループ 

  第１回会合 平成 19 年３月 12 日（月）18 時 00 分～19 時 00 分 

        総務省４０１会議室 

        議題：(1) UHF 帯共用検討グループに課せられた課題の検討について 

             ～ 電気通信と ITS の共用可能性の検討 ～ 

           (2) その他 

  第２回会合 平成 19 年３月 22 日（木）17 時 30 分～19 時 00 分 

        総務省１１０１会議室 

        議題：(1) UHF 帯共用検討グループに課せられた課題の検討について 

             ～ 電気通信と ITS の共用可能性の検討 ～ 

           (2) その他 

 

 

４ 課題の検討状況 

課題の検討については、第５回作業班会合における検討体制の見直しにより

次のとおり新体制に引き継がれている。 

自営通信グループでは、作業班資料 2022-VU 作 5-2 の自営通信システムグル

ープに対する検討課題のうち、①から④までの検討課題について検討を行った。 

放送グループでは、作業班資料 2022-VU 作 5-2 の放送グループに対する検討

課題のうち、①の検討課題について検討を行った。 

ＶＨＦ帯共用検討グループでは、作業班資料 2022-VU 作 5-2 の自営通信シス

テムグループに対する検討課題の⑤及び放送グループに対する検討課題の②に

ついて検討を行った。 

ＩＴＳグループでは、作業班資料 2022-VU 作 5-2 のＩＴＳ関連システムグル

ープに対する検討課題のうち、①から③までの検討課題について検討を行った。 

電気通信グループでは、作業班資料 2022-VU 作 5-2 の電気通信システムグル

ープに対する検討課題のうち、②の検討課題について検討を行った。 
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ＵＨＦ帯共用検討グループでは、作業班資料 2022-VU 作 5-2 のＩＴＳ関連シ

ステムグループに対する検討課題の④及び電気通信システムグループに対する

検討課題の①について検討を行った。 

第６回作業班会合において、以下のような説明及び質疑等があり、これを踏

まえて委員会へ報告することとされた。 

(1) 自営通信グループからの回答について 

別添３に基づき次のように説明があった。 

先ず、自営通信グループとして検討するシステムを「ブロードバンド移

動通信システム」のみとすることとした。これは、周波数の効率的利用と

「安心・安全」を実現するためのシステムを検討した中で、総務省が開催

した「安心・安全な社会の実現に向けた情報通信技術のあり方に関する調

査研究会」の検討の中で、内閣府、警察庁、消防庁、国土交通省、防衛省、

静岡県等のニーズを基に検討されたシステムが、現時点で我が国の安心・

安全のための最も適当な通信システムと想定されるとの判断によるもので

ある。 

ただし、35MHz の周波数帯幅でどの程度のシステムが実現できるかとい

う点については時間の関係から未検討となっているため、追加の検討期間

が必要である。 

 

(2) 放送グループからの回答について 

別添４に基づき所要番組数の根拠について次の２点の説明があった。 

① 番組数としては、ヒアリング時に主張したのと同様に 100 番組程度

必要との結果になり、また、必要周波数帯幅についても同様に 52MHz

必要との結論に達した。 

② ただ、委員会から示された 30±5MHz という帯域内においてサービス

が可能であるか検討した結果、番組編成や技術上、運用上の工夫を凝

らすことにより必要周波数帯幅を 35MHz とすることは可能との結論に

達した。 

この説明について、ネガティブ情報を無視しポジティブ情報だけを集め

た結果に基づいているのではないかとの指摘があったが、調査結果を整理

しただけであり、ネガティブ情報を排除してはいないとの説明があった。 

また、100 番組と 35MHz の関係が判りにくいとの指摘があったが、②の

説明が行われた。 
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(3) ＶＨＦ帯共用検討グループからの回答について 

別添５に基づき、委員会から示された検討の前提条件に沿った検討を行

った結果、放送・自営通信それぞれ「検討条件３５ＭＨｚ幅」で検討を進

める、また、周波数配置については、委員会から指示された条件で検討を

進めるとの説明があった。 

これに対し、全体作業班の場で、構成員から次のような意見が出された。 

・委員会の前提条件である VHF ローバンドについては、携帯受信を考慮

した場合アンテナが大型化し、放送受信機に適さないのではないか。 

・自営通信と放送との帯域共用・干渉回避などの検討を進める中で、「ガ

ードバンドを含め３５MHz」という所要周波数帯域幅の中だけでは「安

心・安全な社会の実現に向けた真に有益なシステム構築」が十分出来

ないのではないか。 

審議の結果、自営通信に必要な帯域幅については、自営通信グループの

中でさらに検討を進めたい、また、上の１点目の意見の取扱いについては、

放送グループの中で検討したいとされた。 

また、(2)周波数配置について、及び(3)ガードバンドについては、今後

詳細な検討を実施したいとされた。 

 

(4) ＩＴＳグループからの回答について 

別添６に基づき通信エリア内に存在する車両台数について次のように説

明があった。 

使用周波数帯が UHF 帯である必要性の根拠となっている「出会い頭の事

故」を防ぐためのシステムに特化させ、車両前方に指向性を有する空中線

を使用するなど、通信エリア内に存在する車両台数をヒアリング時の 1780

台から 1000 台に変更することとした。 

また、同様に通信形態も車車間通信に限定して検討し直した。 

この結果、所要周波数帯幅は 10MHz となった。 

 

(5) 電気通信グループからの回答について 

別添７に基づき次の２点の説明があった。 

① 置局の高密度化と通信方式毎の伝送効率の高効率化から携帯電話に

おける周波数利用効率の向上への取組 

② 委員会からの課題である上り下り別のトラフィック量の経年変化と

需要予測 

なお、トラフィック量と必要周波数帯幅の関係が不明確との指摘があっ

たが、ヒアリング時に説明済みと回答された。 



 ９

 

 

(6) ＵＨＦ帯共用検討グループからの回答について 

別添８に基づき次のように説明があった。 

・電気通信グループとしては、10MHz の帯域を ITS 用とすることは可能

であるが、ガードバンドについては今後の検討が必要である。 

・ITS グループとしては、10MHz の帯域があれば可能である。 

・今後のガードバンドの検討は要するものの、両者の共存は可能である。 
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